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2

特記仕様書第１章、一般事項の電力・
用水費の用水ですが、用水費は施工者
負担となっております。工事用水は、
最寄の水栓メーターを取りつけ、使用
量を精算とさせて頂いてもよろしいで
しょうか

宜しい

3

回　答　書

摂津市庁舎外壁等改修工事

特記仕様書第１章、一般事項の写真で
すが、施工前、施工後合わせて何枚程
度必要でしょうか

必要最低限とする。ただし範囲に
ついては施設主管課と協議の上決
定とする

1

4

特記仕様書第２章仮設工事の仮囲いの
範囲は足場への進入防止と工事ヤード
の外周部と考えてよろしいですか

標準仕様書によるほか、見え隠れ
となる部分・確認しがたい部分及
び工程に伴う経過記録を提出する
こと

宜しい。ただし範囲については施
設主管課と協議の上決定とする

無償にて駐車場の一部を工事ヤードと
してお借り出来るものと考えてよろし
いですか

特記仕様書第３章防水改修工事３．８
といが適応になっておりません。新館
棟、本館棟の樋の取り付け位置が読み
取れません

6

東別館、公用車駐車場棟は樋に関して
記載がありません。樋工事が適応され
る場合、各棟ごとの数量をご教示くだ

さい

樋は工事範囲外とする

5 樋は工事範囲外とする
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新館外壁タイルですが、形状や色が違
うものが使用されております。各々の
品番をご教示ください。廃盤の場合は
使用予定の品番をご教示ください

品番不明のため、サンプルを提出
すること

11

本館外壁タイルについて、Ａ－４０等
の図に二丁掛けタイル、Ａ－５１に５
０角磁器質タイル新設とあります。本
館の外壁タイルは全て５０角とし、Ａ
－４２、４３図に記載されているタイ
ル枚数は、５０角タイルの枚数と考え
てよろしいでしょうか

劣化図の数量を正とする

12

本館外壁のタイル品番をご教示下さ
い。廃盤となっている場合は使用予定
の品番をご教示下さい。別途製作の場
合は、メーカーをご教示下さい

品番は不明。メーカーはダントー
とする

13

各断面詳細図に記載されている既設タ
イル除去の上新設は、現況・改修・劣
化図に記載されているタイル枚数に含
まれていると考えてよろしいですか

劣化図の数量を正とする

9

特記仕様書第８章金属工事、ＥＸＰ．
Ｊが適応になっておりますが、部位を
ご教示ください。また、東別館のＥＸ
Ｐ．Ｊは水洗い程度と考えてよろしい

ですか

宜しい

7

特記仕様書第４章外壁改修工事の外壁
塗り仕上げ既設塗膜除去範囲：サン

ダーによる全面除去となっております
がＡ－９の図は高圧洗浄工法（既存塗
膜除去法）、Ａ－２２等は外壁既存塗
膜除去　高圧洗浄の上となっておりま
す。既設塗膜面は高圧洗浄工法（既存
塗膜除去法）と考えてよろしいです

か。部位により違う場合は部位ごとの
数量をご教示ください

宜しい

8

高圧洗浄工法（既設塗膜除去法）につ
いてご教示ください。また、塗膜の除
去は高圧洗浄によって剥離しない部分
は既存塗膜の上に塗装（吹付）と考え

てよろしいですか

宜しい
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設計図書中の床下地レベル調整補修の
上・・・とありますが、下地調整の程
度、範囲が不明です。仕様、数量をご
教示ください

高圧洗浄の上目地処理。数量は公
開していない

15
本館棟トップライト撤去後のアルミカ
バーの板厚をご教示下さい

板厚３ｍｍ

16
Ａ－９のクラック改修について、表中
に特記仕様書（２）とあります。特記
仕様書（２）をご教示ください

高圧ポンプ１０～１５ＭＰa程度

17

クラック補修後の高圧洗浄となってお
りますが、改修前の高圧洗浄の指示が
ございません。改修前（外壁の調査
前）の高圧洗浄の要否をご教示下さい

高圧洗浄は要とする

18 作業時間に制約等はございますか 原則午前8時～午後5時30分とする

19
休日の作業は可能でしょうか。また、
休日を指定される作業はございますか

可能。指定作業有

20

建物周りの植栽が外壁改修並びに足場
組立の障害になりますが、植栽の処置
は今回入札の工事範囲内となります
か。なる場合は処置方法をご教示くだ
さい

工事範囲内とする。支障となる植
栽は枝払い又は撤去復旧とする

21

建物廻りの渡り廊下の屋根や通路の屋
根が、外壁改修並びに足場組立ての障
害になりますが、撤去、復旧は今回入
札の工事範囲内となりますか

工事範囲内とする

22
新館棟正面玄関の庇上に足場をくみ上
げる事は可能でしょうか

可能

23

カーテンウォール部に足場壁つなぎを
設置する為に足場の設置期間中硝子を
外し控えを設置することは可能でしょ
うか

原則不可。ただし作業によっては
検討する
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足場設置後の調査によりタイルやク
ラックの数量が増加した場合の精算
は、請負会社の見積りの単価が適応さ
れると考えてよろしいでしょうか

数量の精算は調査後協議とする。
単価は市の積算基準による

25
外壁のタイル調査前に高圧洗浄は必要
でしょうか

不要

26
硝子の美装は外壁面のみと考えてよろ
しいですか

宜しい

27
新館棟の建具、ＳＤ－１８が建具表に
記載されておりません。ご教示くださ
い

Ｗ１７００×Ｈ２５００　スチー
ル製両開きフラッシュ戸とする

28
本館棟ＧＬ～１Ｆのスラブの間がアキ
寸法４５０程度で施工できません

協議の上決定とする。ただし施工
数量としては見込むこと

29
東別館の庇改修（Ａ－５６）ですが、
下地材やレベル調整方法等改修の詳細
をご教示下さい

平場は防水層撤去の上防水仕様Ａ
を施工のこと。立上りは防水仕様
Ｂを施工のこと。東別館は鉄骨造
のため、防水層撤去後に下地モル
タルが割れている場合は全面撤去
を行い水勾配を適切にとり防水下
地を適切に施工すること。

30
東別館の庇の上に足場を組み立てる事
は可能でしょうか

可能

31
公用車駐車場棟のシャッターについて
記載されておりません。仕様、数量を
ご教示ください

工事範囲外とする

32

新館棟Ａ－９、１０図中の注記外壁の
打継目地新設は既設吹付部分を行
い・・・とありますが、既設打継目地
コーキングを撤去の上コーキング施工
と考えてよろしいでしょうか

宜しい

33

新館棟Ａ－９，１０図中の注記タイル
部分は既設シールを打替えを行うこと
とありますが、立面図より既設シール
施工箇所を読み取ることが出来ませ
ん。数量・サイズをご教示ください。
また、タイル部分の既設シールは化粧
コーキング（タイル厚み程度）範囲と
考えてよろしいでしょうか

宜しい。サイズは１０×１０ｍｍ
とする
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新館棟防水の仕様ですが、各詳細図の
防水仕様Ａは、Ａ－３７図のアスファ
ルト防水常温型と考えてよろしいで
しょうか。

宜しい

35
Ａ－９，１０図の屋上の既設伸縮目地
が図書から読み取れません。形状・数
量をご教示下さい

既存伸縮目地２０×１５０エラス
タイト充填仕様。改修方法は既存
エラスタイト不良個所撤去の上ポ
リマーセメント充填とする。

36

本館棟屋上防水の仕様ですが、Ａ－４
０、４１図に合成高分子ルーフィング
シート防水とありますが、新館棟と同
様（アスファルト防水常温型）と考え
て宜しいでしょうか。仕様はＡ－３７
図と同様と考えて宜しいでしょうか

宜しい

37

本館棟の屋上防水ですが、Ａ－４１、
４２図の現況はアスファルト防水層の
上軽量コンクリート＋モルタル仕上
（改修で伸縮目地撤去の指示）です
が、Ａ－４４～４６の現況・撤去断面
詳細図では床既設歩行用防水撤去と記
載されております。（防水の種類の記
載はございません）現況の仕上げとそ
れによる改修仕様・工法をご教示下さ
い

アスファルト防水常温工法

38

質疑３７で、撤去の場合、撤去期間中
に降雨による漏水の危険性がありま
す。これによる室内の修繕工事が発生
した場合の修繕費用は、積算できない
為、本見積りには未算入としても宜し
いでしょうか

撤去は行わない

39

本館棟の議場、市長室・会議室・応接
室（１）（２）の屋根部分の改修の有
無をご教示ください。改修のある場合
は、現況、仕様、工法をご教示くださ
い

工事範囲外とする

40

東別館棟の屋上の改修ですが、Ａ－５
６，５７図改修断面図に立上防水層新
設の上保護モルタル塗、Ａ－６０図に
立上保護モルタル塗の上防水新設仕様
Ｂとあります。防水完了後の保護モル
タルは必要でしょうか。（ハト小屋の
立上りには保護モルタルの記載はござ
いません）また、防水層撤去は必要で
しょうか

立上りは撤去の上新設、防水層は
既設のまま
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東別館の防水仕様はＡ－６０図より床
面防水仕様Ａ、立上防水仕様Ｂ（防水
仕様ＡＢの要領は、Ａ－３７の要領）
と考えてよろしいでしょうか

宜しい

42
公用車駐車場棟の工事期間中は、駐車
場内に公用車等の車両は無いものと考
えてよろしいでしょうか

原則有とする

43
公用車駐車場棟の樋・屋根は改修範囲
外と考えて宜しいでしょうか

宜しい

44

公用車駐車場の内部の塗装工事は今回
工事範囲外でしょうか。工事範囲の場
合、塗装数量が図書より読み取れませ
んのでご教示ください

工事範囲外とする

45
Ａ－２２図　屋外階段の中壁は外壁に
準ずるものとして宜しいでしょうか

宜しい

46
Ａ－２２図　巾木浮き部の数量がよみ
とれません。ご教示ください

劣化図の数量に含まれる

47

Ａ－３７図にて防水仕様Ａ－平場・立
上り、防水仕様Ｂ－笠木・架台となっ
ておりますが、部分詳細図では立上り
が防水仕様Ｂとなっております。どち
らを正とすればよろしいでしょうか

立上りをＢとする


